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【緒言】TiO2や ZnO などの光触媒物質は大気

汚染や水質汚濁のなどの深刻な環境問題の解

決に有望視されている。ZnO の光触媒活性は

{0001}面との関連性が高く1、機能性向上には

{0001}面の露出面積を増大させる結晶成長制

御が重要である。さらに、ZnO の光触媒光学

特性は W などの重金属元素の添加によっても

向上する2ことが報告されている。 

本研究では、結晶面選択成長による W ドー

プ ZnO ナノ構造体の{0001}面露出制御および

光触媒特性への影響について検討を行った。 

【実験】純水中にポリエチレンイミン、ヘキ

サメチレンテトラミンを混合攪拌した。さら

に、この溶液に前駆体として硝酸亜鉛六水和

物を添加後、Na2WO4 を添加し攪拌した。次

に、この溶液を 95℃ 5 時間加熱し合成を行っ

た。得られた合成物の形態、結晶構造、表面

化学組成を FESEM、XRD、XPS により評価

した。光触媒特性は紫外線照射下におけるメ

チレンブルーの分解により評価した。 

【結果】溶液内の Zn 濃度とW添加量を変調

し合成を試みたところ、それぞれ特定の条件

下で①ZnOマイクロロッド（長さ：約 2 μm、

直径：約 1 μm）、②等軸 ZnOマイクロ粒子（直

径：約 1 μm）、および③ZnOナノシート集合

体（厚さ約 20 nm のナノシート凝集体）の 3
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種の形態が確認された。構造・組成評価の結

果、ナノシート集合体は{0001}面を露出して

おり、Wが表面にドープされていることが確

認された。得られた 3 種の試料について、紫

外線照射下におけるメチレンブルーの光分解

反応を検証した結果を Fig.1 に示す。いずれ

の試料においてもメチレンブルー濃度(C/C0)

の減少が見られ、光触媒効果が確認された。

ナノシート集合体においては、他の形態に比

べ光分解反応が顕著となっていることから

{0001}面の露出が光触媒特性に影響を与えて

いると推測される。当日の発表では ZnOナノ

シート集合体形成メカニズムおよび光触媒特

性における W ドープの効果について詳細に

報告する。 

 

Fig. 1 メチレンブルーの光分解反応 
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